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 社会福祉法人 輪島市福祉会 

 〒929-2378 石川県輪島市三井町小泉上野 2番地 

  訪問介護、訪問入浴介護、短期入所、居宅介護支援、介護老人福祉施設 

  認知症対応型通所介護、配食サービス、在宅介護支援センター、日常生活支援総合事業 

  

■ 福祉のしごとを体験しませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いしかわ魅力ある福祉職場認定 いしかわ障害者雇

用促進カンパニー いしかわ婚活応援企業認定 輪

島市消防団協力事業所 
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■ 出張申請 マイナンバーカード 輪島市役所 市民課 
 

輪島市の協力により、市職員が施設に来園されマイナンバーカード 

手続き申請の手助けしてをもらえることになりました。 

 

詳しい内容については、「案内パンフレット」を参照ください。 

 

この機会に、申請のご検討をお願いします 

 

 

 

 

 

 

■ 物故者法要 

８月２日(水)午前１０時３０分 大食堂にて令和４年７月～令和５年６月にお亡

くなりになられた入居者の法要が行われました。法要の対象となられた方は

５１名でした。ご遺族の方にも案内をしまして参列をしてもらいました。 
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■ 三夜踊りで交流会～３年ぶりに三夜踊保存会の皆さんと交流～ 

 

令和５年８月１２日(土曜日)15：00～１５：４５大食堂にて  

第１部 

三夜踊りを教えてもらいましょう。 

→保存会の方から三夜踊を指導してもらいました。 

第２部 

みんなで輪になって踊りましょう 

→保存会の皆さんと入居者の皆さん、職員も含めて三夜踊りを踊りました。 

第３部 

  フレイル予防 

   →フレイル予防の一環で音楽に合わせてリズム体操を行いました。 

涙を流して喜ぶ入居者の方もおいでになりました。 

また、手踊りをされる入居者の方もいました。 

三夜踊保存会の皆さん、本当に楽しい時間を 

ありがとうございました 

 

（参考文献：） 三夜踊りの由来 

三夜踊りの歴史は古く、遠く足利時代より始まった伝 

えられるが、他の説として前田利家に焼き払われた 

重蓮寺と称する寺があり、旧暦の 7月地蔵祭りが行われ 

、縁日に念仏踊りがあったといわれ、後の元禄時代に 

隆盛を極めた。 その後お講連中と言うものがあり、 

「高砂もじり」「やれやれ」等を神社に集まり歌い踊り 

夜を明かした。盂蘭盆会（うらぼんえ）には、老若男女が 

鳳至の神社、輪島崎の寺、河井の神社、 

近在の寺で三夜続けて踊り、これを三夜踊りと称した。 

 男は女物の着物をかぶり腰巻きをつけて女装し、 

女は男装して顔を隠して踊り先祖の霊を慰めた。 

 明治 43年 4月 16日の河井の大火後自粛され 

次第に衰退の一途を辿ったが、昭和の初期、 

平井道太郎（医師）、能門正義（宮司）、 

古坂治太郎（書家）、川端与三ヱ門（塗師）等諸氏や、 

  貸座敷組合の人々が発起人となり三夜踊り保存会が 

結成された。 

 昭和 16 年の大東亜戦争に突入したときには中断され、終戦後復活されたが、昭和 31 年頃からの相次ぐ

洪水、水害によって再び中断された。 昭和 38年 8 月水害復興と、市政 10 周年記念して輪島川の中央に

櫓を組み、いろは橋から新橋までの間を市民 2 千人余りの踊り手が輪を作った。 その後、9 年間河畔での

踊りが盛大に続けられてきたが、昭和 43 年の洪水で河畔に設営されていた櫓が流失、翌 47 年に三角州

に会場が移動されてからは年々踊り手が少なくなり、三夜保存会も自然消滅した。 昭和61年、重蔵神社境

内に会場を移し再興を図ったが、囃子方や踊り手の参加が少なく三夜踊りの実施すら危ぶまれる状態とな

った。 しかし、平成 3 年三夜踊り愛好者が発起人となり、生の音頭、囃子が復活し、新生三夜踊り保存会が

誕生し、今日までに至る。 

 

尚、「三夜踊り」は、昭和 41年に輪島市無形文化財の指定を受けている。（三夜踊り保存会の資料より） 

編集：倉田眞行 氏 
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■ 医療連携会議  ～介護と医療の連携～ 
８月３日(木)輪島市ふれあい健康センター内で輪島市近隣の介護保険施設(介護老人福祉施設、老人保健

施設、介護医療院)の関係者と市立輪島病院の医師、事務局や地域医療連携室などのスタッフとの意見交換

会が３年ぶりに開催されました。 

 新型コロナウイルス感染症が５類感染症移行とな 

りましたが、感染に配慮しながら介護保険施設の現 

状、市立輪島病院の現状の発表後、介護と医療の連 

携について意見交換がされました。 

 意見交換には「面会の状況について」「マイナンバー 

カード」と健康保険証の一体化、「専門職の確保が難 

しい」、「人材確保が難しい」「今後のサービス提供に 

不安がある」などの意見交換がなされました。 

 「介護」と「医療」の連携を図りながら、サービスの質の維持に努めていきます。 

 

■ 職員募集  ～法人からのメッセージ～ 

※短時間勤務制度や時間単位の年次有給休暇制度などを活用して、家庭と仕事の両立が可能です。  

※未経験からの職員が７割いますが独自の育成プランと資格取得（法人負担）、技能取得によりみんな自信

をもって活躍しています。 

※先輩職員がトレーナーとなり、初めての仕事のサポートに入ります。１年間を通して、仕事や生活を支援し

ます。 

※職場外、職場内、自己学習の３形態の研修制度でしっかり学び成長できます。自己学習は資格取得の一環

として取り組むことができ、正職員以外でも正職員と同様な資格助成制度の活用が可能です。 

※心機一転キャリアチャレンジをしたい方や介護に興味はあるけど資格や経験がなくあきらめている方も歓

迎します。 
 

■ 第３８回敬老会が開催されます 
      日時 ： 令和５年９月２０日（水曜日）午前１０時３０分～午前１１時１０分 

      場所 ： 大食堂にて 

      内容 ： 感謝状贈呈 

            入居者表彰 

            長寿者表彰 輪島市より 

             100歳以上の方 米寿の方 傘寿の方 ／ 記念品渡し、表彰 

            アトラクション  琴生流  oh・つぼね 

            感謝の言葉 

             入居者代表の方より            ※一般の方の見学及び参加はできません 

■ 輪島市福祉会フェア ～準備中～ 
       地域交流の一環で３年ぶりに「輪島市福祉会フェア」の開催に向けて準備中です 

       作品展覧会、地域の皆さんの特産物の販売、施設見学、介護福祉の相談などを計画しています 

       開催時には、HPやチラシにてご案内いたします 
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社会福祉法人 輪島市福祉会 

〒929-2378 石川県輪島市三井町小泉上野２番地 

電話番号   0768-26-1661 

FAX番号  ０７６８‐２６‐１７５１ 

メール    atenoki@skyblue.ocn.ne.jp 

Hp        http://www.amusewajima.gr.jp/atenokien/ 


